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MULTI 1 6をACOSのTSS端末として

連結するプログラム

大阪大学薬学部 藤原隆―

1. はじめに

最近、日本語CP/M翌86をのせた、三菱16ビット パーソナルコンピュタ MULTI 

1 6 試用の機会を得たので、このパソコンのハード及びソフトウェアの持つ、種々の興味ある

機能を実際に使ってみることにし、まずは大型計算機ACOSのTSS端末機としての利用から

始めた。自作の連結プログラムをこヽに紹介する。

伝送速度は300BPSで、音響カップラーと公衆回線（電話）とを使用した。パソコン側の

機器構成は次の通り。

パーソナルコンピュータ

プリンタ

音響カップラー

MULTI 16 

形名 MP-1622 

(1 6ビットマイクロプロセッサ i8088,RAM 19 

2 KB, グリーンディスプレイ，標準フロッピーディスク

1MB 2台、標準キーボード）

MP-03PRJ 

（漢字 9 0字／行、 55字／秒）

NEC DATAX 300CA 

システムプログラムは、日本語CP/M-86と、 MBASIC pJus(I)を用い、この主

題であるACOSとの連結用プログラムは、 BASIC言語で、藤井博氏のプログラム I)を参

考にして製作した。出来上ったプログラムは、いくつかの不備、不満足な点があるが、まずは実

用に供するので、この種のパソコンユーザに少しでも役に立てればと思い公表することにした。

別表に示したプログラムには、必要な箇所にコメント文を入れておいたので、特に説明を要し

ないが、日本語CP/Mや、漢字プリンタを用いないときは、日本語の部分を適当な英数字に変

えていたゞくこと、行番号35 0の文中に、各自の課題番号＄パスワードをいれてご利用願いた

し、

゜

＊） カナ漠字変換方式日本語機能付 ControlProgram for Microcomputers 
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2. 使用法

まず日本語CP /M  2)を立上げ、 A〉のプロンプトが出たら、 MBASIC plus(I)3)を

読込ませ、あらかじめSAVEしておいた、本プログラムをLOADしRUNする。次に、 ACOS

側に電話をかけ、受話器を音孵カップラーにセットする。

ファンクションキー[Euを押すと、 $$$CON, TSSがホスト ACOS側に送信され、
ホスト側より、 USER IDー の入力要求がされるので、[illを押すと、あらかじめセ
ットしてある課題番号翡パスワードが送信されて SYSTEM? 段階にいたり、いよいよT

ss対話を開始することになる。急用等で席をあける必要が生じたとき等には、 ACOS側が、

＊（ビルトイン）モードの段階で、じ三］を押すと、 MULTI16より、間歌的に CR(キャ

リッジ リターン）を送信し、 CRT画面には、文字Hが表示される。このHo!ding状態を解

除するにはじ旦~日を押してBASICの実行を中断したのち、 RUN ビ三〗 (CRのこと）

で、プログラムの最初からスタートさせ、ビ三三］と〖：21を順に押すと再び ＊モード段階にも
どる。プリンタはCRT画面と連動するように初期設定してある。［こ：はこのプリンタを0

FF、ビ□ はONにする機能を有する。 IT日を押すとACOSファイル（仮りに；ファ
ル名をACOSDATAとする）の内容を、パソコン側にとりこむ時のフロッピーファイル名を聞

いてくるので、たとえば、フロッピーのドライブBに、 DATA.TAKという名前でSAVEす

るときには、 "B:DATA.TAK"~ こ□と入力したのち、 LIST ACOSDATAビ~
と入力することにより、ホストのファイル名 ACOSDATAの内容が漸次パソコンのフロッ

ピーに書込まれる。 ACOSファイルの内容が全部伝送されると、ホスト側は、＊モードで停止

するので、ビ三］を押して、パソコン側フロッピーファイルを閉じておく。これとは逆に、パ

ソコンのフロッピーにあるデータ（ファイル名 "B:DATA.TAK")を、 ACOS側（ファイ

ル名、 ACOSDATA)に伝送するときには、前以って、パソコン端末とホストACOS側との

間で、 *READ FDD, ACOSDATA [sロ2J
READY 

の手続が完了している必要がある。~ を押すと、この手続をすませているか否かを、
YとNで答えるように指示される。 Y〖□〗の場合は、次に フロッピーファイル名を聞いて

くるので、 "B:DATA.TAK"G二□と入力すると、パソコン側から、 ACOS側へのデー

タ転送が開始される。ファイルの内容が全部伝送されると、パソコンはそのファイルを閉じ、 A

cos側は、＊モードで停止する。一方 N~〗と答えたときは、前述の手続を完了してから、

再びじ三］を押し、既述の手順に従ってファイル伝送を行う。 [IDは、このプログラムで
は、空のファクションキーである。|□□工lは、ホスト ACOSと、パソコンMULTI 16 
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とのTSS対話を中断する機能を有しており、前述の［三三三〖］と混同しないように願いた
し、

゜

3. おわりに

ホスト大型計算機とパソコン端末機とのTSS対話が完了すれば、 BYEを入力して、 ACO

S-MULTI 16 の連結を切り離したのち、口:日三~を押して、この連結プログラムの実
行を中断し、 SYSTEMと人力すれば、 MBASIC plus(I)インタープリターから、日本

語CP/Mに、コントロールが渡り、 A> プロンプトが表示される。

大型計算機による大鼠のデータを高速処理して得ることができる“エッセンス・データ”を猜

にして、 MULTI 16 日本語CP/M-86のザブコマンドによる、ファイルの編集、修正4)、

追加油狩、両像処理等を試みることにより、大型計符機とパーソナルコンピュータそれぞれの長

短を補い合った有機的な利用が、考えていた以上に実現しそうである。

ー -~MULTI 16の試用の機会を与えていたゞいた、神奈川軍気（術大阪支店長、柿々の御教

示を受けた、三菱マルチポートのSE諸氏、及び当大型計算機センター藤井博氏に 深謝します。
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10 PRINT CHR$(12) 

20 PRINT・uu:i: MULTI 16と大型汁算祖との遠苺プログラム（藤原 t::.かじ） 1983.06.30 
坂 tUU.
30・---― 叩 LTI IS 用—--- 1983. 03. 0 I より 作翌開始—----
40'-----大坂大竿菜竿祁製薬化竿科薬品物理化竿塁座 (TEL 6212) 亘原 t::.かじ 1乍翌

50 ¥llOTH 30, 25 

BO DEF I NT A-Z: FL=O :LP= I: HL=O: CR$=CHRS(&HD): DEU=CHR:$(&H7F) :LF$=CHR$(&HA) 

7 0 3 0 NS= CH R $ C2 7) + " l O 2 ; 0 3 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 O—l-CHR$(27)+"¥" 
30 30F$=CHRS(27l+"J02:J3000000000<>0000"+CHR$(27l+"¥" 

90'----- OPEN .RS232C AND CONSOLE ----------
I 00 OPEN "COM!: 300. E. 7, I" AS~3 
110 OPEN "CONS:" FOR OUTPUT AS U4 

120'---------- KEY ON ----------

130 KEY(ll ON:KEY(2) ON:KEY(3) ON:KEY(O ON:KEY(S) ON:KEY(G) ON:KEY(7) ON:KEY(8) 
ON:KEY(9) ON:KEY(IO) ON 

140 ON ERROR GOTO 830 

ISO ON KEY(!) GOSUB 300:0N KEY(2) GOSUB 340:0N KEY(3) GOSUB 380:QN KEY(~) GOSUB 
.so:oN KEY(S) GOSUB 490:0N KEY(S) GOSUB s20:0N J<EY(7) GO 
SUB 570:0N KEY(8) GOSUB 630:0N KEY(9) GOSUB 780:0N KEY(IO) GOSUB 800 

I SO ON ERROR GOTO 330 

I 7 0'---------- MA IN ----------

180 KS=INKEYS:IF KS="疇 THEN 230 

1-90 PRINT KS: 

200 LINE INPUT ROUS 

210 PRINT U3.KS:ROW$:CR$; 

220 IF LP THEN LPRINT KS:ROUS: 

230 IF LOC(3)=0 THEN l 80 

240 R:S=INPUTS(t. 廿3)

250 l F R$=DEU THEN 230 
260 PRINT RS: 

270 IF FL THEN PRINT り2,RS; 
280 IF LP THEN LPRINT R$; 

290 GOTO 180 
300'(I)------- LOG ON ----------

310 PRINT U3,"$$SCON,TSS",CR$; 

320 ?RINT:PRINT "TSS遠拮符号送信―
330 RETURN 

340'(2)------- USER-1D$PASS1,JORD FOR ACOS -----

350 PRINT UJ, "0123456789$ABCDEFGH!JKL":CRS: 
360 PRINT ・涅坦番号等送信・
370 RETURN 

380'(3):t:Uネ:j: HOLDING OF TSS名””
390 PRINT:PR!NT "HOLDING START― 
400 TIME$=・oo:oo:oo・ 

410 iF HL THEN HL=O:RETURN ELSE GOTO 420 

420 HL=I'  

430 FOR l =O TO l 0000 :NEXT I 

440 IF TIME >= 180 THEN PRINT り3,CR$:CR$:PRINT ・(3 分経過）・: TIMEt=・oo:oo:oo・ 
GOTO 430 ELSE PRINT "H";: GOTO 430 

450 RETURN 

46 0'(4)------- PR l NTER ON ----------

470 LP=l 

~80 RETURN 
490'(5)------- PRINTER OFF----------

500 LP=O 

51 0 RETURN 

520 ・(6)------- OPEN OUTPUT-FILECU2) ----------
530 PR!Nf:INPUT. 喜込みフ 7イル名を入力して下さい・； FU$ 
540 OPEN F¥.J$ FOR OUTPUT AS り2
550 FL=I 

560 RETURN 

570'(7)------- CLOSE OUTPUT-FILE02) ----------

530 PRINT U3, ";SSEOF" :LFS; 

590 PRHIT:PRINT ・ヨ込みフアイル・； F¥.J$:. を閑じました・

600 CLOSE U2 

510 FL=O 

620 RETURN 
630'(8)------- READ FROM FL(Ul) ----------

640 ?RlNf:{NPUT "READ FOO は READY ですか?y か N で答えて下さい・； YN$ 
550 IF YN$=・y・ THEN GOTO 660 ELSE PRINT • READ FDD, 伝送先ファイル名を入力して R
EADY を待ち• もう一度 F8 を押して下さい・：RETURN 
560 INPUT • 哀出しフアイル名を入力下さい・； FRS 
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5 70 OPEN FR$ FOR INPUT AS U I 
330 LINE INPUT U!.LS 
590 IF EOF(I) THEN 750 
700 IF FL THEN 750 
710 PRINT LS:PRINT 廿3,LS :LFS' 
720 IF LEFTS(LS, S)="SS$EOF" THEN 750 
730 IF LP THEN LPRINT LS 
740 GOTO 680 
750 PRINT n.・ssSEOF":LFS:CLOSE u1:FL•O 
760 PRINT-:PRINT. 哀出しフアイル.; FRS; • を閑じました・
770 RETURN 
780'(9)---------- NO USE NOii ----------
790 RETURN 
8 0 0 '(IO)廿り廿i廿廿廿nun BREAK n廿nu廿廿廿廿uu
810 PRINT~4.BON$:PRINT U4,80F$ 
820 RETURN 
330'---------- ON ERROR ----------
840 IF ERR=23 THEN PRINT "LINE BUFFER OVERFLO¥I ! • :GOTO 920 
850 IF ERR=S3 THEN PRINT "FILE NOT FOUND ! • :GOTO 920 
860 IF ERR=S4 THEN PRINT "BAD FILE MODE ! • :GOTO 920 
870・1F ERR=S7 THEN PRINT "DISK I/0 ERROR !":GOTO 920 
880 IF ERR=Sl THEN PRINT "DISK FULL !":GOTO 920 
890 IF ERR=64 THEN PRINT "EAD FILE NAME ! • :GOTO 920 
900 IF ERR=S9 THEN PRINT "FILE NOT OPEN ! • :GOTO 920 
91 0 ON ERROR GOTO 0 
920 RESUME 930 
930 RETURN 
940 END 

大阪大学大型叶狩機センターニュース -103- Vol. 13 No. 2 1983 - 8 




